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留学生交流の夕べ ２月４日（水） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

短期留学生修了式 ２月１０日（火） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１５年 ２月 

卒業・修了 おめでとう！ 
今
年
三
月
に
行
わ
れ
る
学
位
記
授
与
式

よ
り
一
足
早
く
、
留
学
生
の
卒
業
・
修

了
を
お
祝
い
す
る
た
め
に
、
留
学
生
交

流
の
夕
べ
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

日
頃
か
ら
本
学
の
国
際
交
流
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
、

学
内
外
よ
り
一
六
〇
名
を
超
え
る
方
々

の
ご
参
加
を
賜
り
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
会
の
冒
頭
、
髙
橋
学

長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
、
卒
業
・
修
了

予
定
者
に
対
し
て
祝
福
の
お
言
葉
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
は
、
周
囲
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
お

蔭
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
、
感
謝
の
念

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
更
な
る
活

躍
を
願
う
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。
卒

業
・
修
了
生
か
ら
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
留

学
生
の
フ
ァ
ム
さ
ん
が
代
表
挨
拶
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
の
留
学
生
活
で
の
思
い

出
や
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感

謝
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
乾
杯

の
挨
拶
に
続
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
交
流
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
同
士
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
留
学
期
間

を
振
り
返
っ
て
い
た
。
途
中
、
卒
業
・

修
了
予
定
者
の
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
が
行

わ
れ
、
時
間
の
速
さ
と
充
実
し
た
留
学

生
活
を
会
場
に
集
ま
っ
た
全
員
で
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

 

短
期
留
学
生
１
３
名
の
修
了
式
が
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
行
わ
れ
た
。
冒
頭
、

ナ
タ
リ
ー
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
よ
り

修
了
証
書
が
一
人
一
人
に
渡
さ
れ
、
修

了
生
た
ち
は
、
多
少
緊
張
し
た
面
持
ち

で
証
書
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

セ
ン
タ
ー
長
よ
り
「
ど
ん
な
困
難
や
壁

に
も
負
け
ず
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
告
辞
が
あ
り
、
教
職
員
か

ら
も
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
各
大
学
を
代
表
し
て
５
名
の

修
了
生
が
答
辞
を
述
べ
て
く
れ
た
。

各
々
が
半
年
か
ら

1

年
に
及
ぶ
北
見
で

の
思
い
出
や
感
じ
た
こ
と
、
留
学
し
て

学
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
流
暢
な

日
本
語
で
話
し
て
く
れ
た
。
ど
の
ス
ピ

ー
チ
も
非
常
に
心
を
打
た
れ
る
内
容
で

あ
っ
た
。
最
後
に
、
台
湾
と
中
国
人
修

了
生
が
中
心
に
な
っ
て
作
成
し
て
く
れ

た
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
を
皆
で
観
賞
し
、

留
学
期
間
を
振
り
返
っ
た
。
巧
み
な
ビ

デ
オ
編
成
に
よ
り
、
約
１
０
分
と
い
う

短
い
内
容
で
は
あ
っ
た
が
、
途
中
、
笑

い
あ
り
、
感
動
あ
り
の
作
品
と
な
っ
て

い
た
。
皆
、
北
見
で
の
思
い
出
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
時
の
速
さ
を
感
じ
る
瞬

間
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
の
活

躍
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

   



 

留学生研修旅行 ２月１５日（日）～１６日（月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃアワー×インターナショナル コンサート ２月２０日（金） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１５年 ２月 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 

 

 

 

紋
別
市
で
開
催
さ
れ
た
「
北
方
圏

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
と
流
氷
」
に
今
年
も
本
学
の

留
学
生
１
８
名
が
参
加
し
た
。
当

日
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
あ

っ
た
が
、
無
事
会
場
に
到
着
し
、

開
会
式
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
開
会
式
で

は
、
本
学
の
留
学
生
の
紹
介
も
あ

り
、
会
場
の
方
々
か
ら
温
か
い
拍

手
を
頂
い
た
。
夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
留
学
生
た
ち
は
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

方
々
の
手
作
り
料
理
を
堪
能
し

な
が
ら
、
市
民
の
方
々
と
歓
談
し

て
い
た
。
途
中
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
本
学
の
学
生
も
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
場
を
盛
り
上

げ
て
い
た
。
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

の
後
に
は
、
留
学
生
た
ち
は
、

各
々
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ
た
。
翌

日
は
、
午
前
中
に
、
基
調
講
演
や

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
を

聞
き
、
午
後
に
は
、
流
氷
科
学
セ

ン
タ
ー
な
ど
施
設
ツ
ア
ー
を
行

っ
た
後
、
帰
学
し
た
。
関
係
各
位

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

講
堂
に
て
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｃ
ア
ワ
ー
を
開
催

し
た
。
今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
サ
ー

ト
と
い
う
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
台
湾
、
パ
ナ
マ
、

モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
日
本
の
７
カ
国
９
組
が
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
最
初
に
、
ロ
シ
ア
民
謡

の
ピ
ア
ノ
演
奏
と
歌
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、
手

作
り
の
民
族
衣
装
を
着
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
て
く

れ
た
小
学
生
２
人
の
可
愛
さ
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
日
本
人
高
校
生
の
グ
ル
ー

プ
が
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
本

学
か
ら
は
、
韓
国
、
パ
ナ
マ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
台

湾
の
留
学
生
が
、
笛
の
演
奏
や
歌
を
披
露
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
言
語
の
美
し
さ
や
、
日
本
と
は
異
な
る
音

色
に
、
観
客
た
ち
は
聞
き
入
っ
て
い
た
。
休
憩
を
は
さ

み
、
第
二
部
で
は
、
尺
八
、
三
味
線
、
太
鼓
の
演
奏
が

あ
り
、
ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど
の
馴
染
み
の
曲
が
披
露
さ
れ

る
と
手
拍
子
が
起
き
て
い
た
。
ま
た
、
中
国
人
留
学
生

の
一
人
は
、
北
見
で
の
最
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い

う
こ
と
で
、
母
国
の
歌
を
情
緒
豊
か
に
、
力
強
く
歌
い

上
げ
て
く
れ
た
。
最
後
は
、「L

e
t
 i
t go

〜
あ
り
の
ま

ま
で
〜
」
を
合
唱
し
、
お
開
き
と
な
っ
た
。 



 

   中国語語学研修（台湾）２月２８日（土）～３月２３日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行所：北見工業大学国際交流センター 

住  所：北見市公園町１６５ 

電  話 : (0157) 26-9370 

F A X  : (0157) 26-9373 

E-mail：kenkyu05@desk.kitami-it.ac.jp 

２０１５年 ３月 

 

今後の予定（4月） 

1 日（水）～7日（火）春季休業日 

6 日（月）入学式 

8 日（水）前期授業開始 

22日（水）Ｃアワー（アトリウム 18：00-19：30）      29 日（水）昭和の日（祝日） 

今年度も昨年に引き続き、台湾の中国医薬大学北港キャンパスにお

いて、中国語語学研修が実施された。今年は１０名の学生が参加し、

約三週間、語学の習得をはじめ、学生交流、施設見学、ホームステ

イなど、多岐にわたるプログラムを日々積極的に取り組んでいた。

特に、本プログラムは、学生同士の交流時間が多く、観光や語学学

校では経験できない、同世代間の交流が魅力的なプログラムであ

る。実際に、一人の日本人に対し、四人のチューターが日々の生活

をサポートしてくれ、非常に心強い環境下において、研修を行うこ

とができた。ホームステイも当初は心配な学生もいたが、終わって

みると、短かったと感じた学生が多くいたことに、ある意味うれし

い驚きを感じた。三年連続で台湾でお世話になり、学生交流はもと

より、教員交流も行えたことは、非常に大きな意義があり、今後と

も両学ともに連携を図っていきたいと考えている。 

 

 

 

 

勤益科技大学＆中国医薬大学 

 

 

留学説明会（台湾）３月５日（木）～６日（金）  
 

 

本学の姉妹大学である勤益科技大学と中国医薬大学

において、留学説明会を実施した。許斐ナタリー国

際交流センター長が、本学の概要をはじめ、留学生

活全般に関する説明が行われた。両学とも、会場に

は約８０名の学生が参加し、熱心に説明に耳を傾け

ていた。両学はこれまで毎年短期留学生を本学に派

遣してくれており、今後派遣を希望する学生にとっ

ては、生の情報を得られる貴重な時間となったよう

だ。また、帰国留学生から経験談を話してもらう時

間も確保したため、より留学が想像しやすい形にな

った。皆さんの留学を心待ちにしている。 


